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阿南市社会福祉協議会

社協だより
「支え合い」・「育成」・「環境」・「安心」明るいまちづくり

こころのきずな　つないでえがおの　たのしいまちに

大

会

宣

言

　
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
に
加
え
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
よ
り
、
労
働
環
境
や
生
活
環
境
が
大
き
く
変
化

す
る
な
か
、
社
会
的
孤
立
、
引
き
こ
も
り
、
虐
待
、
生
活
困

窮
者
の
増
加
や
避
難
行
動
要
援
護
者
へ
の
支
援
な
ど
、
福
祉

課
題
、生
活
課
題
は
ま
す
ま
す
多
様
化
・
複
雑
化
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
高
齢
者
、
障
が
い
者
、
子
ど
も
な
ど
全

て
の
人
々
が
地
域
、
暮
ら
し
、
生
き
が
い
を
共
に
創
り
、
高

め
合
う
こ
と
が
で
き
る
「
地
域
共
生
社
会
」
の
実
現
が
提
唱

さ
れ
、
住
民
の
身
近
な
圏
域
で
、
住
民
が
主
体
的
に
地
域
課

題
を
把
握
し
て
解
決
を
試
み
る
体
制
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
今
年
度
も
昨
年
に
引
き
続
き
、住
民
自
ら
が
計
画
し
た「
第

３
期
阿
南
市
地
域
福
祉
活
動
計
画
」
の
「
こ
こ
ろ
の
き
ず
な 

つ
な
い
で
え
が
お
の 

た
の
し
い
ま
ち
に
」
と
い
う
基
本
理

念
の
も
と
、
多
く
の
住
民
が
、「
支
え
手
」「
受
け
手
」
と
い

う
関
係
を
超
え
て
、
お
互
い
に
支
え
合
い
な
が
ら
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
本
日
、
第
56
回
阿
南
市
社
会
福
祉
大
会
の
開
催
に
あ
た
り
、

市
内
の
福
祉
関
係
者
が
一
堂
に
会
し
、
市
民
、
関
係
機
関
、

行
政
な
ど
が
協
働
し
て「
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち〝 

阿
南 

〟」

の
実
現
を
誓
い
、
決
意
を
新
た
に
す
る
た
め
に
次
の
こ
と
を

宣
言
し
ま
す
。

一
　
私
た
ち
は
、
地
域
の
福
祉
課
題
・
生
活
課
題
を
よ

り
身
近
に
捉
え
、
地
域
住
民
が
協
力
し
合
い
、
相

手
を
支
え
、
時
に
は
支
え
ら
れ
、「
お
互
い
さ
ま
」

の
支
え
合
い
に
よ
り
、
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
心
豊
か
に
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
に

努
め
ま
す
。

一
　
私
た
ち
は
、
今
後
起
こ
り
う
る
南
海
ト
ラ
フ
巨
大

地
震
を
は
じ
め
と
し
た
大
規
模
災
害
発
生
時
に
、

速
や
か
に
対
応
で
き
る
よ
う
地
域
主
体
・
住
民
主

体
の
支
援
体
制
を
築
き
、
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
に
努
め
ま
す
。

～ 

明
る
く 

住
み
よ
い 

ま
ち
を 

め
ざ
し
て 

～

第
56
回 

阿
南
市
社
会
福
祉
大
会

　
令
和
６
年
１
月
20
日
㈯
阿
南
市
文
化

会
館
夢
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
阿
南
市
と

阿
南
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
主
催
で
、

「
第
56
回
阿
南
市
社
会
福
祉
大
会
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
市
長
表
彰
（
青
少
年
表

彰
）
１
団
体
、
名
誉
大
会
長
表
彰
２
人
、

大
会
長
表
彰
と
し
て
地
域
福
祉
活
動
の

推
進
の
た
め
に
尽
力
さ
れ
多
大
な
業
績

を
残
さ
れ
た
個
人
36
人
と
団
体
７
団
体
、

及
び
阿
南
市
地
域
福
祉
活
動
計
画
実
行

委
員
長
表
彰
と
し
て
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン

ク
ー
ル
優
良
３
団
体
に
表
彰
状
と
記
念

品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
羽
ノ
浦
地
区
社
会
福
祉
協
議

会
代
表
者
に
よ
り
、
大
会
宣
言
（
案
）

が
朗
読
、
参
加
者
の
賛
同
を
得
て
採
択

さ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
終
了
後
の
記
念
講
演
で
は
、
お

笑
い
芸
人
レ
ギ
ュ
ラ
ー
に
、「
レ
ギ
ュ
ラ
ー

の
知
っ
て
お
き
た
い
介
護
の
話
」
と
題

し
て
講
演
い
た
だ
き
、
約
３
０
０
人

の
方
が
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
共
催
行
事
と
し
て
、「
第
13
回
阿
南

市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

が
行
わ
れ
、
大
勢
の
市
民
の
方
々
に
楽

し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
併
せ
て
、
能
登
半
島
地
震
災
害
義
援

金
の
募
金
箱
を
設
置
し
た
と
こ
ろ
、
た

く
さ
ん
の
募
金
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
並
び

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
皆
様
方
に

心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

お笑い芸人レギュラーによる記念講演

大会宣言
羽ノ浦地区社会福祉協議会

岡本 美和子さん

『
赤
い
羽
根
共
同
募
金
』
を
活
用
し
て
、

地
域
福
祉
活
動
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

例
防
災
活
動
、介
護
予
防
、

　
環
境
美
化
活
動
、こ
ど
も
食
堂
な
ど

対
象
者

⑴
阿
南
市
内
で
新
た
な
活
動
を
ス
タ
ー
ト
し
た
い
方

　
対
象
数
７
事
業
（
１
事
業
に
つ
き
４
万
円
以
内
）

※
既
存
団
体
で
も
、
新
た
な
取
組
を
さ
れ
る
場
合
は

　
該
当
し
ま
す
。

⑵
阿
南
市
内
で
子
ど
も
食
堂
を
運
営
し
て
い
る
団
体

　
対
象
数
５
事
業
（
１
事
業
に
つ
き
２
万
円
以
内
）

申
込
締
切
　令
和
６
年
６
月
14
日
㈮
17
時
ま
で

※
所
定
の
様
式
に
ご
記
入
の
う
え
阿
南
市
共
同
募
金

委
員
会
事
務
局
（
阿
南
市
社
協
）
ま
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
様
式
は
阿
南
市
社
協
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

令和６年度 阿南市共同募金委員会

公募事業を募集します
　
第
３
期
阿
南
市
地
域
福
祉
活
動
計
画
の
推
進
に
関
す
る
こ
と

や
、
実
行
成
果
の
検
証
・
評
価
を
し
て
い
た
だ
く
「
地
域
福
祉
活

動
計
画
実
行
委
員
」
を
公
募
い
た
し
ま
す
。
将
来
の
地
域
福
祉
づ

く
り
に
関
心
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

応
募
資
格
　
阿
南
市
内
に
在
住
で
18
歳
以
上
の
方

　
　
　
　
　（
令
和
６
年
４
月
１
日
現
在
）

募
集
人
数
　
３
人
程
度
　
　
　
任
　期
　
２
年

応
募
方
法
　
申
込
書
（
阿
南
市
社
協
に
備
え
付
け
。
Ｈ
Ｐ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記
載
し
、「
阿
南
市
地

域
福
祉
活
動
計
画
の
実
行
に
あ
た
っ
て
の
私
の
思
い
」
を
テ
ー
マ
と

す
る
レ
ポ
ー
ト
４
０
０
字
以
内
（
任
意
様
式
）
を
添
付
し
、
持
参

ま
た
は
、
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
E
メ
ー
ル
に
て
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

応
募
期
間
　
３
月
１
日
㈮
か
ら
３
月
22
日
㈮
ま
で

　
　
　
　
　
※
持
参
の
場
合
の
受
付
時
間
は
、
８
時
30
分
〜
17
時

　
　
　
　
　
　（
土
日
祝
を
除
く
）

阿
南
市
地
域
福
祉
活
動
計
画

実
行
委
員
を
公
募
し
ま
す

☎  0884–23–7288
FAX 0884–22–7142E-mail：ananshi-shakyo@palette.plala.or.jp

お問合せ・申込み：阿南市社会福祉協議会 新型コロナウィルス感染症の影響により、上記の情報が
変更となる場合があります。詳しくはお問合せください。

※令和６年４月１日からボランティア活動をされる場合は、３月 31 日までにご加入ください。
令和６年度 ボランティア活動保険の受付をしています。

こころのきずな　つないでえがおの　たのしいまちに

『令和６年 能登半島地震』災害義援金ご協力のお願い
　この度の能登半島地震で被災されました皆様方に、心からお悔やみとお見舞いを申し上げます。
　阿南市社会福祉協議会及び阿南市共同募金委員会では、被災されました方々に少しでも役立ててい
ただきたいとの思いから、災害義援金の募金をお願いしております。お寄せいただいた募金は、社会
福祉法人中央共同募金会を通じて、被災地の皆様方にお届けします。
　募金箱は、ひまわり会館（社協事務局）をはじめ、富岡公民館、中野島公民館、宝田公民館、大野住民センター、
加茂谷住民センター、長生住民センター、桑野住民センター、新野住民センター、福井住民センター、椿住民センター、
橘住民センター、見能林公民館、那賀川支所、羽ノ浦支所に設置しています。皆様のご協力をお願いします。	

お問合せ：阿南市社会福祉協議会　☎ 0884–23–7288

　令和５年 11 月５日㈰、しんきんサンアリーナ（阿南市ス
ポーツ総合センター）で「第 40 回阿南市老人体育大会」を開
催しました。また、令和６年１月 25 日㈭、阿南市文化会館
夢ホールで「阿南市セニヤ健康づくり大会」を開催しました。
　体育大会は４年ぶり、健康づくり大会は５年ぶりとなる午前・
午後を通しての開催となりました。
　来賓・ご祝辞をい
ただきました方々の
ご協力もあり、盛況
のうちに幕を閉じる
ことができました。

阿南市セニヤクラブ連合会より● 社協の相談窓口 ●

○ 結婚相談

○ 心配ごと相談 毎週月曜日 10：00 ～ 15：00
家庭 近隣 仕事の事など

毎 週 水 曜 日　13：30 ～ 15：30　
毎月第２日曜日　13：30 ～ 15：00

（イラストは一例）

※国民の祝日（振替休日含む）及び年末年始は実施
　しておりません。

★秘密は厳守します。お気軽にご相談ください。

ご寄付ありがとうございました
　王子製紙㈱富岡工場様、王子エンジニアリング㈱様、
王子不動産㈱様よりカレンダー多数いただきました。
　高齢者、障がい者の方にご利用いただいております。



徳島県シルバー大学校阿南校受講生募集
応 募 資 格　　55 歳以上（昭和 44 年４月１日以前生まれ）の方で、学習意欲があり、卒業後は地域社

会活動の指導に当たる意欲がある方。※出願は１校に限ります。※当大学校の卒業生も学
校またはコースを変更すれば応募できます。

募 集 定 員　　▶ 歴史文化コース（25 人）　▶ ICT コース（20 人）　▶ 英会話コース（15 人）
修 学 期 間　　６月中旬～翌年３月中旬。ひまわり会館で毎週水曜日の 10 時～ 15 時、ICT コースは富

岡公民館へ移動して学習。※学習場所は都合により変更する場合があります。
入学金・授業料　　入学金無料。授業料は年間５千円（消費税込み）を入学時に納入。
　　　　　　　　　　既納の授業料は払い戻しません。（実習材料費等は自己負担）
募 集 期 間　　３月６日㈬～４月 10 日㈬ 
　　　　　　　　　　※募集案内・入学願書は阿南市社会福祉協議会、
　　　　　　　　　　　各地区住民センター・公民館、支所にあります。
入学願書の提出先　　徳島市中昭和町１丁目２番地
　　　　　　　　　　㈶とくしま〝あい〟ランド推進協議会へ郵送またはご持参ください。（当日消印有効）
　　　　　　　　　　※阿南市社会福祉協議会でも受け付けております。
入学者の決定等　　①希望者が定員を超える場合は、公開抽選となります。
　　　　　　　　　　②３年連続申込者は最優先的に入学となります。
　　　　　　　　　　③その他、既卒者・徳島県移住者を定員の５％を上限とした優先枠を設けています。
お 問 合 せ　　阿南市社会福祉協議会（☎ 0884–23–7288）まで

▲詳しくは、
HPをご覧
ください

　12 月 14 日、阿南ひまわり会館ふれあいホールにおいて、災害への備えや地
域での助け合いについて学び、意見交換を行い、25 人の参加がありました。
　①過去の災害のふり返り ②個別避難計画策定に向けた地域での取り組み報告
③スマホで確認できるハザードマップ GIS サービスについて、全体で共有した
後、グループをひとつの地域に見立てて、要援護者を含めた夜間の避難行動につ
いて話し合いました。
　『平成 30 年西日本豪雨災害』では、情
報をうまくキャッチできずに避難が遅れた
要援護者が、たくさんの被害を受けました。
　また、その後に発生した『令和６年能登
半島地震』においても、甚大な被害があり、
現在も復興支援活動が続けられています。
災害時には、地域の助け合い活動が、本当
に大切になります。

阿南市地域福祉活動計画安心部会事業

防災・減災研修会を開催しました

　社会福祉協議会では、要援護者の避難も含めた地域での助け合いの仕組みづくりの
お手伝いをしています。出前講座も実施していますので、お気軽にご相談ください。

～ 身近に迫る災害に向き合おう ～

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
使
っ
て
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

夜間の避難における３つの注意
◎ 単独で行動をしない
◎ 水路や狭い道は通らない
◎ 車での移動は避ける

《 各種お問合せ・申込みは ☎ 0884–23–7288 まで 》

第 21 回 四国地域福祉実践セミナー in 徳島・阿南
　地域において孤立や貧困問題を抱える世帯が増えています。そういった問題を抱え
ている世帯を支援している関係者や関係団体、また、これら地域福祉に関心のある方
を対象に、７月 13 日㈯・14 日㈰、阿南市文化会館及び富岡公民館で開催します。
　詳しくは「社協だよりNO.90（令和６年６月号）」及び５月上旬に阿南市社協ＨＰ
に掲載します。ぜひ、ご参加ください。ご 案 内

《 各種お問合せ・申込みは ☎ 0884–23–7288 まで 》

マドンナダンスクラブ（津乃峰町）

設立：平成18年５月　会員数：12人
活動内容：市内外を問わず、イベントや福
祉施設等で車いすダンス、社交ダンスなど
を楽しんでもらっています。

富岡東セニヤクラブ（富岡町）

設立：昭和38年　会員数：40人
活動内容：地域のいろんな団体と協力して
清掃活動や地域イベントを行い、世代間交
流をしています。

ナカちゃんパトロール隊（那賀川町）

設立：平成24年11月　会員数：９人
活動内容：児童、生徒の下校時に防犯パト
ロールを行ったり、高齢者へ特殊詐欺被害
防止のための啓発活動を行っています。

表彰された優良団体を紹介します （次回は残り４団体を紹介します）

第56回 阿南市社会福祉大会表彰状贈呈者　被表彰者（敬称略）

◎
保
育
事
業
功
労
者

　領
家
町

　兼
　任
　美
　和

　学
原
町

　熊
　山
　昌
　代

　宝
田
町

　春
　木
　美
　穂

　山
口
町

　吉
　田
　真
　弓

　橘

町
　岡
　部
　弘
　子

　中
林
町

　横
　手
　桂
　子

◎
老
人
福
祉
事
業
功
労
者

　水
井
町

　柳
　澤
　重
　義

　新
野
町

　阿
　地
　隆
　生

　羽
ノ
浦
町

　児
　島
　貞
　子

◎
社
会
福
祉
事
業
協
力
者

　長
生
町

　中
　村
　幸
　典

　長
生
町

　中
　村
　登
志
子

　新
野
町

　大
　津
　憲
　文

　見
能
林
町

　大
　野
　け
い
子

　見
能
林
町

　米
　田
　加
代
子

　那
賀
川
町

　村
　上
　三
佐
子

　羽
ノ
浦
町

　日
　下
　
　
　晟

　羽
ノ
浦
町

　岡
　
　
　敬
　子

◎
優
良
団
体

　富
岡
町

　富
岡
東
セ
ニ
ヤ
ク
ラ
ブ

　宝
田
町

　宝
田
青
年
会

　加
茂
町

　加
茂
谷
へ
ん
ろ
道
の
会

　山
口
町

　山
口
セ
ニ
ヤ
ク
ラ
ブ

　見
能
林
町

　石
仏
ク
ラ
ブ

　津
乃
峰
町

　マ
ド
ン
ナ
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ

　那
賀
川
町

　ナ
カ
ち
ゃ
ん
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

阿
南
市
地
域
福
祉
活
動
計
画

　
　
　実
行
委
員
会
委
員
長
表
彰

◎
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル
優
良
団
体
表
彰

　見
能
林
町

　石
仏
長
寿
会

　宝
田
町

　宝
田
を
元
気
に
志
隊

　
　
　
　
　
　
　花
い
っ
ぱ
い
グ
ル
ー
プ

　那
賀
川
町

　上
苅
屋
た
ん
ぽ
ぽ

　
　
　
　
　
　
　な
か
よ
し
グ
ル
ー
プ

阿
南
市
長
表
彰

◎
阿
南
市
青
少
年
表
彰

　
阿
南
高
専

　
科
学
技
術
振
興
会
Ａア

　ス

　ト
Ｓ
Ｔ
倶
楽
部

名
誉
大
会
長
表
彰

◎
社
会
福
祉
事
業
功
労
者

　内
原
町

　陶
　
久
　
晃
　
一

　津
乃
峰
町

　増
　田
　英
　俊

大
会
長
表
彰

◎
民
生
委
員
・
児
童
委
員
功
労
者

　日
開
野
町

　原
　
　
　恵
　美

　宝
田
町

　河
　井
　雅
　代

　新
野
町

　大
　西
　益
　生

　新
野
町

　青
　木
　秋
　義

　椿

町
　武
　田
　育
　展

　橘

町
　廣
　瀬
　春
　幸

　津
乃
峰
町

　撫
　養
　千
　尋

　大
潟
町

　高
　島
　敬
　司

　那
賀
川
町

　吉
　原
　明
　義

　那
賀
川
町

　濱
　口
　喜
　隆

　羽
ノ
浦
町

　才
　見
　芳
　史

　羽
ノ
浦
町

　仁
　木
　由
利
子

　羽
ノ
浦
町

　岡
　本
　美
知
子

　羽
ノ
浦
町

　宮
　生
　幸
　夫

　羽
ノ
浦
町

　程
　野
　千
代
子

◎
社
会
福
祉
事
業
功
労
者

　日
開
野
町
　古
　川
　晴
　夫

　新
野
町

　山
　脇
　敦
　子

　羽
ノ
浦
町

　田
　中
　淳
　子

　羽
ノ
浦
町

　亀
　尾
　洋
　子

受賞者のみなさん おめでとうございます

　社会福祉大会と同日、「第13回阿南市
ボランティアフェスティバル」が開催され
ました。日頃のボランティア活動の発表や、
屋台での販売、子どもの遊びコーナーやバ
ザー等が盛大に行われました !!
　また、三味線餅つき、子育てなんでも相

談コーナー、口腔ケア教室の復活や、新たに日本
舞踊体験コーナーを設けました。
　当日はたくさんの一般ボランティアに加え、阿
南市内の高等学校とボーイスカウト、子ども食堂
グループの子どもさんがボランティアとして参加
してくださいました。ありがとうございました。

第13回 阿南市 ボランティアフェスティバル の開催！


